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１．四半期財務情報の作成等に係る事項
　①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  　：  有
減価償却費の計上、税金費用の計算等について、一部簡便的な方法を採用しております。

　②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無：　無
　③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無          　：　有
連結　（新規）1社　（除外）0社　　　　持分法　（新規）0社　（除外）0社

２．平成19年３月期 第３四半期財務・業績の概況 （平成18年4月1日～平成18年12月31日）

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期第３四半期 147,824 2.7 5,487 △ 58.5 4,551 △ 62.1 1,571 △ 81.5
18年３月期第３四半期 143,875 14.7 13,218 7.9 12,016 10.5 8,491 15.3
（参考）18年３月期 189,757 15,213 13,557 8,210 

円　　銭 円　　銭

19年３月期第３四半期 12.13 ―
18年３月期第３四半期 67.98 67.90 
（参考）18年３月期 64.75 64.69 
(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕
　　当第３四半期の経営成績は、期初から鋼材販売数量・価格ともに回復基調で推移しました。その結果、販売数量は大幅に回復したた
　め、売上高は前年同期を上回りました。一方、販売価格がまだ低水準で推移しており、また、スクラップなど原材料コストが大幅に上
　昇したため、工場コストの削減努力にも拘らず、大幅な減益を余儀なくされました。
  

(2)財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円　　銭

19年３月期第３四半期 229,180 84,870 29.6 523.79 
18年３月期第３四半期 224,224 66,877 29.8 517.37 
（参考）18年３月期 218,469 66,861 30.6 515.56 
(注) 18年３月期第３四半期及び18年３月期の純資産は、少数株主持分を含めておりません。

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕
　　当第３四半期末の総資産は前連結会計年度末に比べ107億10百万円増加いたしました。その主な要因は売上の伸びによる売掛金の増
　加と連結対象会社を追加したことに伴う固定資産の増加によるものであります。

［参考］
平成19年３月期の連結業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日）
　

百万円 百万円 百万円

通　期 194,000 5,000 1,600
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）     12円 35銭

    平成19年３月期の単独業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日）

　
百万円 百万円 百万円

通　　期 130,000 1,000 500
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）     3円 81銭

[業績予想に関する定性的情報等]
　通期の見通しにつきましては、鋼材の販売状況および原材料の価格動向等現下の環境を踏まえ、前回発表時（平成18年11月8日）

の予想を上記の通り修正いたしました。

なお、期末配当につきましては予想通り3円とさせていただく予定でございます。

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しております。
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

売   上   高 経　常　利　益 当　期　純　利　益

売　　上　　高 経　常　利　益 当　期　純　利　益

１株当たり純資産

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

総  資  産 純　資　産 自己資本比率

１株当たり四半期
（当期）純利益

平成１９年３月期　第３四半期財務・業績の概況（連結）
平成19年2月5日

四半期（当期）純利益売    上    高 営　業　利　益 経　常　利　益

（コード番号：5408　東証、大証　各一部）

(財)財務会計基準機構会員
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[添付資料]

１．（要約）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円未満切捨て）

当四半期末 前連結会計年度末 前年同四半期

（平成18年12月31日） （平成18年３月31日） （平成17年12月31日）

金額 金額 金額 金額

（資産の部）

Ⅰ　流動資産 86,646 78,520 8,125 88,764

現金及び預金 8,688 6,337 2,350 14,067

受取手形及び売掛金 46,820 36,448 10,372 37,566

たな卸資産 28,992 31,898 2,905 　△  33,209

その他 2,144 3,835 1,691 　△  3,921

Ⅱ　固定資産 142,533 139,949 2,584 135,460

有形固定資産 130,736 127,682 3,053 126,622

無形固定資産 697 789 91 　△     820

投資その他の資産 11,099 11,476 377 　△    8,017

　資産合計 229,180 218,469 10,710 224,224

（負債の部）

Ⅰ　流動負債 68,303 65,905 2,397 71,152

支払手形及び買掛金 27,217 22,964 4,253 24,964

短期借入金 31,512 33,233 1,721 　△  39,845

１年以内償還の社債 40 190 150 　△    190

その他 9,533 9,517 15 6,152

Ⅱ  固定負債 76,005 70,824 5,181 71,803

普通社債 60 100 40 　△     100

長期借入金 44,393 40,920 3,473 41,223

その他 31,551 29,804 1,747 30,480

　　負債合計 144,309 136,729 7,579 142,956

（少数株主持分）

少数株主持分 －                14,878            －        14,390

（資本の部）

Ⅰ　資本金 －                15,538            －        15,538

Ⅱ　資本剰余金 －                10,182            －        10,098

Ⅲ　利益剰余金 －                23,802            －        24,088

Ⅳ　土地再評価差額金 －                15,775            －        15,775

Ⅴ　その他有価証券評価差額金 －                1,840             －        1,701

Ⅵ　自己株式 －                278 　△            －        324 　△            

　　資本合計 －                66,861            －        66,877

　負債、少数株主持分及び資本合計 －                218,469           －        224,224

（純資産の部）

Ⅰ　株主資本 49,755 －                －        －                

資本金 15,538 －                －        －                

資本剰余金 10,182 －                －        －                

利益剰余金 24,322 －                －        －                

自己株式 288 　△            －                －        －                

Ⅱ　評価・換算差額等 18,111 －                －        －                

土地再評価差額金 15,755 －                －        －                

その他有価証券評価差額金 2,356 －                －        －                

Ⅲ　少数株主持分 17,004 －                －        －                

　　純資産合計 84,870 －                －        －                

　負債及び純資産合計 229,180 －                －        －                

（注）増減（資産の部及び負債の部のみ）は、当四半期末と前連結会計年度末の比較で表示しております。

増減
科　　目
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[添付資料]

２．（要約）四半期連結損益計算書

（単位：百万円未満切捨て）

当四半期 前年同四半期 前連結会計年度

自 平成18年４月１日 自 平成17年４月１日 自 平成17年４月１日

至 平成18年12月31日 至 平成17年12月31日 至 平成18年３月31日

金額 金額 金額 増減率 金額

Ⅰ　売上高 147,824 143,875 3,949 2.7% 189,757

Ⅱ　売上原価 134,304 122,586 11,718 9.6% 164,069

売上総利益 13,519 21,288 7,769 　△     36.5%  △    25,688

Ⅲ　販売費及び一般管理費 8,032 8,070 37 　△        0.5%  △     10,474

営業利益 5,487 13,218 7,731 　△     58.5%  △    15,213

Ⅳ　営業外収益 652 786 133 　△       17.0%  △    767

Ⅴ　営業外費用 1,588 1,987 399 　△       20.1%  △    2,423

経常利益 4,551 12,016 7,465 　△     62.1%  △    13,557

Ⅵ　特別利益 84 155 70 　△        45.5%  △    527

Ⅶ　特別損失 546 2,251 1,704 　△     75.7%  △    4,025

税金等調整前四半期
（当期）純利益 4,089 9,920 5,831 　△     58.8%  △    10,059

税金費用 1,736 414 1,322 319.2% 416

少数株主利益 781 1,015 233 　△       23.0%  △    1,432

四半期（当期）純利益 1,571 8,491 6,919 　△     81.5%  △    8,210

（注）増減は、当四半期と前年同四半期の比較で表示しております。

科　　目
増減
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[添付資料]
３．（要約）四半期連結株主資本等変動計算書

当四半期　（自 平成18年４月１日　至 平成18年12月31日） （単位：百万円未満切捨て）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年3月31日残高 15,538      10,182      23,802      278△       49,245      

当四半期連結会計期間中の変動額

剰余金の配当 1,022△     1,022△     

役員賞与の支給 50△        50△        

四半期純利益 1,571       1,571       

自己株式の取得 9△         9△         

土地再評価差額金の取崩 19          19          

株主資本以外の項目の当四半期連結会計
期間中の変動額(純額)

当四半期連結会計期間中の
変動額合計 519         9△         510         

平成18年12月31日残高 15,538      10,182      24,322      288△       49,755      

その他
有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

平成18年3月31日残高 1,840       15,775      17,615      14,878      81,739      

当四半期連結会計期間中の変動額

剰余金の配当 1,022△     

役員賞与の支給 50△        

四半期純利益 1,571       

自己株式の取得 9△         

土地再評価差額金の取崩 19          

株主資本以外の項目の当四半期連結会計
期間中の変動額(純額) 515         19△        495         2,125       2,621       

当四半期連結会計期間中の
変動額合計 515         19△        495         2,125       3,131       

平成18年12月31日残高 2,356       15,755      18,111      17,004      84,870      

株主資本

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
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４．セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

当四半期　（平成18年４月１日～平成18年12月31日） （単位：百万円未満切捨て）

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 135,009 1,535 507 10,771 147,824 -  147,824
(2)

148 226 433 70 879 879)(     -  

計 135,157 1,762 940 10,842 148,703 879)(     147,824

営業費用 130,526 1,816 629 10,239 143,212 875)(     142,336

営業利益（△は営業損失） 4,630 53△      311 602 5,490 3)(       5,487

前年同四半期　（平成17年４月１日～平成17年12月31日） （単位：百万円未満切捨て）

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 132,728 1,927 504 8,715 143,875 -  143,875
(2)

187 768 407 79 1,441 1,441)(   -  

計 132,916 2,695 911 8,794 145,316 1,441)(   143,875

営業費用 120,273 2,719 605 8,499 132,098 1,442)(   130,656

営業利益（△は営業損失） 12,642 24△      305 294 13,217 0 13,218

（注）1.製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、

　　　　事業区分を行っております。

　　　2.各事業区分に属する主要な製品の名称等

主　　　　要　　　　製　　　　品　　　　等

鋼 板熱延鋼帯、厚板、中板、縞板、鍍金鋼帯

条 鋼線材、バーインコイル、棒鋼、軽量Ｃ形鋼

線材二次製品、高力ボルト、鋼片、コークス、副産物など

建築総合工事

鋼製魚礁、増殖礁

ロール、バルブ、産業機械

不動産の賃貸、売買

化学工業薬品

不動産
事業 化学事業

鉄鋼事業 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業
不動産
事業 化学事業

そ の 他

鋼
材

鉄鋼事業 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業

計

計 消去又は
全社

消去又は
全社

連結

連結

化 学 事 業

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高
　　　　　又は振替高

鉄 鋼 事 業

エ ン ジ ニ ア リ ン グ
事 業

不 動 産 事 業

鋳 造 ・ 機 械

事 業 区 分

建 設

海 洋

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高
　　　　　又は振替高
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